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技術熟度に合わせた開発の加速※事業者等からの個別のヒアリングを踏まえて、「研究開発を進めていく上での目標時期」として策定したもの。
（実際に建設を行う場合の運転開始時期等は、立地地域の理解確保を前提に、事業者の策定する計画に基づいて決定されることとなる。）

高温ガス炉・高速炉の実証炉の研究
開発・設計等

国際連携を通じた開発促進・海外市場獲得

次世代革新炉の事業環境整備と集中的な研究開発投資
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軽水炉 概念設計 基本設計 製作・建設 運転詳細設計

日英高温ガス炉協力、日米高速炉協力、日仏高速炉協力等を通じた海外の実証炉プロノエクトヘの参画、海外市場の獲得
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高温ガス炉・高速炉の実証炉の開発・建設・運転等 ➡ 今後10年間で約1兆円の投資

安全性の確保を大前提として、新たな安全メカニズムを組み込んだ次世代革新炉の開発・
建設に取り組む

GX実現に向けた基本方針（案）参考資料から抜粋
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai5/siryou2.pdf
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高温ガス炉実証炉開発事業
予算措置済  令和5年度     48億円  （令和5～7年度 431億円）
概算要求   令和6年度 256億円  （令和6～8年度 1279億円）



高温ガス炉実証炉開発事業

https://www.meti.go.jp/main/yosangaisan/fy2024/pr/gx/keisan_gx_08.pdf
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第33回総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会原子力小委員会 参考資料
www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/pdf/033_s02_00.pdf

（参考）高温ガス炉実証炉の導入に向けた技術ロードマップ 3



高温ガス炉国内実証炉
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水素製造
システム

発電等に利用

800～850℃
の熱利用

1次冷却材
(ヘリウム)

2次系ヘリウム

ヘリウム
循環機

高温ガス炉

 原子炉熱出力 150MW～250MW
 高温ガス炉を熱源として800℃を超える超高温を水素

製造施設に供給
 水素製造で使用しない熱は、発電を行い、

製鉄所等で利用
 水素製造施設には、カーボンフリー水素製造法  を採

用し、大量かつ安価な水素を供給
 カーボンフリー水素製造FSを進め、

実証炉に採用する水素製造技術を選定

メタン水蒸気改質法 高温水蒸気電解法 メタン熱分解法 IS法

概要

CH4+2H2O→CO2+ 4H2 H2O→ H2 + 1/2O2 CH4→ 2H2 + C(s) H2O→ H2 + 1/2O2
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大西 他, 三菱重工業の高温ガス炉開発の取り組み、日本保全学会第19回学術講演会、C-1-1-4、2023年8月28日. 
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1. 概要
令和５年度から開始予定の委託事業「高温ガス炉実証炉開発
事業（高温ガス炉実証炉の設計に係る研究開発）」において、
基本設計を実施するとともに将来的には製造・建設を担う事業者
（中核企業）を広く一般から募集し、高温ガス炉実証炉の設計
に係る研究開発の委託事業を開始する。

2. 事業内容
（１）高温ガス炉実証炉の基本設計

 システム設計、炉心設計、燃料設計、機器設計、
電気・計装・制御設計、耐震設計、配置設計、
建屋設計、安全設計、安全評価

（２）要素技術の開発
 大型炉心の性能評価及び製作性実証
 実証炉で新たに採用する機器（自然空冷式の事故時

炉心冷却設備など）の性能及び製作性実証
 設計規格、安全基準等の策定の支援

3. 事業実施期間
契約締結日～令和８年３月３１日

4. 契約の要件
（１）契約形態：委託契約
（２）採択件数：１件
（３）予算規模：431億円（令和５年度から令和７年度までの

３年間）を上限
https://www.enecho.meti.go.jp/appli/public_offer/2022/0301_01.html

（参考）高温ガス炉実証炉開発事業を担う中核企業の選定に係る公募 5



1. 採択事業者
三菱重工業株式会社

2. 選定方法
  資源エネルギー庁電力・ガス事業部原子力政策課が設置した第三者の有識者で構成される技術評価委員会による審査

https://www.enecho.meti.go.jp/appli/public_offer/2022/0301_01.html
https://www.mhi.com/jp/news/230725.html

高温ガス炉実証炉開発事業を担う中核企業の選定結果

3. 選定理由（抜粋）
 三菱重工業株式会社は、高温機器実証試験ループ

（HENDEL）の設計・製作、高温工学試験研究炉
（HTTR）の建設、経済産業省NEXIP補助事業（NEXIP）
における開発等の高温ガス炉開発の実績が豊富であり、これらの
実績に基づく高温ガス炉に対する高い総合エンジニアリング能力
及びこれらを支える健全な経営基盤を有している

 また、日本原子力研究開発機構や高温ガス炉特有技術を有す
るメーカとの連携などの開発体制の提案に加え、十分な経験及
び技量を備えた要員確保等の社内体制構築により、効率的且
つ継続的な取組みが期待できる

 さらに、HTTR建設の幹事会社を務めた実績等を活用し、本開
発事業へのサプライヤー参加体制を構築してサプライヤーの技術
力の維持や向上に努めることにより、我が国産業全体の実力涵
養に貢献できる

 実用化への道筋として、国の方針に沿った具体的かつ詳細な開
発計画及び高温ガス炉実証炉後の事業展開のシナリオや目標
を示しており、2050年カーボンニュートラルの実現に向けて高温
ガス炉の社会実装を支えていくという強い責任意識と意欲を有し
ていると評価する

高温ガス炉を活用した水素ターミナルのイメージ
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